
平成29年７月19日

神奈川県狭あい道路整備計画

平成26年度　～　平成30年度　（5年間）

・神奈川県内の23市町(別紙図面)全域で狭隘道路の拡幅整備を行う。

（H26当初） （H28末） （H30末）

　0ｋｍ －

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

A-0 住宅 一般 神奈川県 直接 狭あい道路整備等促進事業 神奈川県 52

A-1 住宅 一般 横須賀市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 横須賀市 149

A-2 住宅 一般 平塚市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 平塚市 561

A-3 住宅 一般 鎌倉市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 鎌倉市 110

A-4 住宅 一般 藤沢市 直接 狭あい道路整備等促進事業 藤沢市 289

A-5 住宅 一般 小田原市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 小田原市 448

A-6 住宅 一般 茅ヶ崎市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 茅ヶ崎市 806

A-7 住宅 一般 逗子市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 逗子市 48

A-8 住宅 一般 秦野市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 秦野市 282

A-9 住宅 一般 厚木市 直接 狭あい道路整備等促進事業 厚木市 171

A-10 住宅 一般 大和市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 大和市 16

A-11 住宅 一般 伊勢原市 直接 狭あい道路整備等促進事業 伊勢原市 79

A-12 住宅 一般 海老名市 直接／間 狭あい道路整備等促進事業 海老名市 69

A-13 住宅 一般 座間市 直接 狭あい道路整備等促進事業 座間市 15

A-14 住宅 一般 綾瀬市 直／間 狭あい道路整備等促進事業 綾瀬市 96

A-15 住宅 一般 寒川町 直／間 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 寒川町 68

A-16 住宅 一般 大磯町 直接 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 大磯町 95

A-17 住宅 一般 二宮町 直接 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 二宮町 120

A-18 住宅 一般 中井町 直／間 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 中井町 25

A-19 住宅 一般 大井町 直接 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 大井町 4

A-20 住宅 一般 松田町 直／間 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 松田町 35

A-21 住宅 一般 開成町 直接 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 開成町 109

A-22 住宅 一般 箱根町 直／間 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 箱根町 8

A-23 住宅 一般 愛川町 直接 狭あい道路整備等促進事業 狭あい道路の拡幅等・町内全域 愛川町 35

合計 3,690

実績延長より算出

※中間目標は任意

（事業箇所）

（参考様式２）社会資本総合整備計画
計画の名称

計画の期間 交付対象

密集市街地においては、火災の延焼が危惧され、また、建築確認・不動産取引等の建築活動を円滑にするためにも狭あい道路の解消を推進することが重要である。そのため,狭あい道路の調査・測量、それに係るデータベースの構築、運営又
は公開（ソフト事業）及び狭あい道路の拡幅整備（ハード事業）の市町村の計画的取組みを推進していく。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

重点配分対象の該当

平成26年度においては神奈川県内22市町、平成27年から平成30年度においては23市町の狭あい道路のうちおよそ70.7ｋｍの狭あい道路の拡幅整備
を行う。

神奈川県及び横須賀市、平塚市、鎌倉市、藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、逗子市、秦野市、厚木市、大和市、伊勢原市、
海老名市、座間市、綾瀬市、寒川町、大磯町、二宮町、中井町、大井町、松田町、開成町、箱根町、愛川町

事業者
要素となる事業名

3,690百万円 Ａ 3,690百万円 －

狭あい道路の拡幅等・市内全域

狭あい道路の拡幅等・市内全域

－
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
0.0%

費用便益比市町村名 全体事業費
（百万円）

Ｄ

狭あい道路の拡幅等・市内全域

Ｃ －

交付対象事業

Ｂ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

市/民間

町/民間

狭あい道路の拡幅等・市内全域

狭あい道路の拡幅等・市内全域

町

市/民間 狭あい道路の拡幅等・市内全域

市 狭あい道路の拡幅等・市内全域

狭あい道路の拡幅等・市内全域

狭あい道路の拡幅等・市内全域

狭あい道路の拡幅等・市内全域

狭あい道路の拡幅等・市内全域

町/民間

町

町

町/民間

町

町

町/民間

70.7ｋｍ
（目標延長）

市/民間

市/民間

市/民間

市

市/民間

市

市/民間

市

市/民間

県
指定道路図・指定道路調書の作
成・県所管区域

市/民間
狭あい道路の拡幅等及び指定道路
図の作成・市内全域

市/民間 狭あい道路の拡幅等・市内全域

狭あい道路の拡幅等・市内全域



Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名 費用便益比

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

H30

配分額
（a）

217 205 190

H29

239

H26

- - -

0

0.0% 0.8% 0.0% 0.0%

0 2 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

198 190

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

翌年度繰越額
（f）

-

0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

262

0

262 215 198 190

0 0

0 0

H27 H28

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0 0

0 0

交付額
（c=a+b）

217

計画別流用
増△減額
（b）

0 △ 7 023



計画の名称 神奈川県狭あい道路整備計画

計画の期間 平成２６年度　　　～　　　平成３０年度　　（５年間）　　 交付対象 神奈川県

平成26年度から平成30年度　社会資本整備対象区域（県分を除く）

平成27年度から平成30年度　社会資本整備対象区域（県分を除く）

三浦市

葉山町

逗子市二宮町

伊勢原市

寒川町

大磯町

海老名市

綾瀬市

座間市

愛川町

清川村

南足柄市

松田町

山北町

大井町
中井町開成町

真鶴町

箱根町

湯河原町

秦野市

厚木市

平塚市
茅ヶ崎市

藤沢市

小田原市

相模原市

横須賀市

鎌倉市

大和市

横浜市

川崎市



計画の名称：神奈川県狭あい道路整備計画

都道府県名：神奈川県

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○

社会資本整備総合交付金チェックシート
（汎用タイプ）

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性

Ⅲ．計画の実現可能性


